
 

  平静28年度ボス愛シンポジウム＆防災展のご案内 

 

忘れません東日本大震災 ・ 応援します熊本地震 

～大阪市北区から何が出来るか・北区の防災についても一緒に考えてみませんか～ 

 

東日本大震災から５年を迎え、人々の記憶も風化しつつあります。る。また、今年は熊本県においても甚大な被害を出した、

熊本地震が発生しました。日本各地で、発生する大規模災害について、大阪市北区では何が出来るのかなど、北区の防災につ

いて、産官学民が集って将来の災害に強いまちづくりについて学び情報交換のできる場とします。 

 

                        主催：大阪市北区社会福祉協議会・ 協働：エクスプラス災害研究所 

               共催：北区役所（福祉課、地域課） 

                        後援：各地域社協、区民生委員主任児童委員協議会 

協力：大阪市立大学防災センター、企業（募集中） 

 

記 

 

日時：平成 29年1月14日（土） 

場所：大阪市北区中崎町ホール 

対象：区民及び防災に関心がある方 参加申し込み不要 

広報 広報媒体：区広報誌・チラシ・ポスター・ホームページなど 

広報先：地域活動協議会、地域社協、北区社会福祉施設連絡会登録施設や福祉関係事業所、登録ボランティア、協力機関など 

 

【ホール内プログラム】 

10：30  オープニング  防災寸劇 （ボランティア講座修了者）(25分) 

第１部 東日本大震災を思う 

11：00  東日本大震災・熊本地震でのボランティア支援について （30分程度） 

     講師：ツノダ ヒロカズ （ちょんまげ隊 2019杯盛上げ隊 ツン隊長） 

12：00  映画上映：「MARCH」（３０分程度） 

「福島第一原発から 23,5㎞―2011年３月を乗り越えた継続の行進曲」 

第２部 お天気の正しい味方講座 

13：00 「天気予報の見方・聞き方 ～防災情報はこう使う～」（仮称）（90分） 

講師：片平 敦 氏(関西テレビワンダー気象予報士・エクスプラス災害研究所客員研究員) 

第３部  ミニシンポジウム（１時間程度） 

14：45  大阪からの東日本大震災支援とは？～５年間の軌跡～（仮称） 

16：00  北区の防災を考える～今、なすべきこととは？～  （仮称） 

     ・登壇者予定 

      福島県からの避難住民 

      「里帰りバス」実施運営者（大阪市ボランティア・市民活動センター） 

      北区内の災害時支援が必要な要援護者（肢体不自由の方、視覚障がい者の方） 

      北区役所 地域課 防災担当 or 北区長 （調整中） 

     ・コーディネーター エクスプラス災害研究所 所長：伊永 勉氏） 

＊東日本大震災、新宮市台風災害、熊本県震災等のパネル展示 

 

【広 場（検討中）】 

10：30～16：15 

・企業の防災グッズ等の展示・即売 

・災害ボランティアセンターの開設 

・北区役所備蓄展示 

・子供向け防災ゲーム（体験型） 

・アルファー米の試食（12：15～ 200食）調整中 

・東日本、熊本物産展 



・くまモン隊出動依頼（予定） 

・レスキュー犬デモストレーション（予定） 

・特記事項 防災寸劇『地震だよ！お父ちゃん大丈夫？』（作演出：伊永つとむ） 

地震が起こったとき、どうすれば助かるかをコント風に演技。寸劇のメンバーをボランティア募集 12月1月に2回練習。 

 

 

防災グッズ等の展示を希望される事業所・団体は、下記にお問合せ下さい 

北区社会福祉協議会（地域支援担当） 

〒530―0026 大阪市北区神山町 15－11 

担当：地域支援担当 主査 軸
じく

丸
まる

 政代
ま さ よ

 

TEL: 06-6313-5566  FAX: 06-6313-2921  携帯: :090-4561-4050 

E-mail(PC):kitamail@osaka-kita.kusyakyou.or.jp 


